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Ⅰ. 令和 6年度地域の駐車・交通対策の概要（前回第 7回運用委員会資料 2抜粋） 

令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画の状況について 

※R5年9月末時点の法人会計現金預金約9,000万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施内容】自主事業 

【実施予算額】450 万円（②助成事業と併せて） 

A 交通環境改善事業の実施 

 
 

 

 

 

 

 

B 駐車交通課題解消に資する調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 自主事業の実施について 

運用マニュアル改訂に向けた調査について 

１．運用マニュアル改訂検討の経緯  

現在の運用マニュアルでは、隔地を伴う申請の場合、たとえ 1 台であっても当該敷地から隔地先駐車

施設までの動線計画において、交差点負荷の検証を実施することを義務付けている。 

しかしながら、隔地する台数規模や交差点の状況によっては、交差点負荷が軽微である可能性があり、

「交差点調査」「負荷の解析作業」などは、申請事業者側の負担が大きいのが実態であり、地域ルール適

用申請への大きなハードルとなっている。 

２．運用マニュアル改訂の目的  

交差点解析の必要性を整理することで、検証の必要性が無いもの明確にすることで地域ルールの適用

申請を促し、不要な駐車場整備を抑制することや既存駐車施設の活用を促すことを目的とする。 

従って、当検証作業に伴う運用マニュアルの改訂は、本協議会の活動の主旨である「良好な交通環境

を有する歩行者優先のまちづくりの推進」に資するものであることから、地域貢献協力金を活用した

「自主事業」として作業を外部事業者へ委託する。 

３．運用マニュアル改訂の効果  

 小規模（敷地500㎡未満）案件の申請促進 

 不要な駐車場整備の抑制 

 隔地での駐車場確保に伴う既存駐車場の有効活用 

 歩行者優先のまちづくりに寄与 

（敷地内整備は貨物・障害者のみ ＝ 歩行者空間の連続性確保） 

４．運用マニュアル改訂に向けた調査概要  

委託名称：（仮）交差点解析の条件緩和検証業務委託 

委託期間：令和６年度上期 

委託費用：￥1,500,000 ～ ￥2,000,000 程度 

※当実施事業について、「上限額 150 万円/件」を超える場合は別途協議するものとする。 

※当該メニュー：自主事業_B 駐車交通課題解消に資する調査の実施 

５．検証ロジック（案）  

 次ページ参照 

 

 

 

項目 内容 

事業内容 運用協議会が主体となり、交通環境の改善や向上のため

に必要な物品の購入や交通安全施設の設置などの交通安

全対策及び利便性向上策を実施する 

実施場所 地域ルール適用範囲周辺 

実施要件 池袋地区駐車場地域ルール運用協議会理事会にて採択さ

れたもの 

項目 内容 

事業内容 運用協議会が主体となり、交通量調査、駐車場実態調査、

路上駐車台数調査などの駐車交通課題解消に資する調査

を実施する 

実施場所 地域ルール適用範囲周辺 

実施要件 池袋地区駐車場地域ルール運用協議会理事会にて採択さ

れたもの 

令和６年度地域の駐車・交通対策実施計画 

 
 提案事業 助成事業 自主事業 

予算（50％） 

450 万円 

（但し「助成事業」については、 

上限 150 万円/件） 

予算（50%以下） 

450 万円 

推進協議会より 2 件 

①令和６年度 

  荷さばきルール啓発活動 

 （助成申請額） 

2,170,942 円 

 

②令和６年度 

  s-park 加入促進 

 （助成申請額） 

1,200,000 円 

 

計 3,370,942 円 

（残）1,129,058 円 

予算（10％以下） 

900 万円 

今回、R6 年度に実施す

る「自主事業」の一つと

して承認を諮るもので

ある。 
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【参考】地域ルールにおける交差点解析の条件緩和検証ロジック（案） 

（検証フロー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（検証ロジックイメージ） 

小規模および特定路線沿道では、この先約 20 年間（R26 年度）で〇〇台の隔地の発生を想定 

 

広域交通に関わる主要交差点への支障なし 

 

想定期間内であれば、小規模および特定路線の中小規模案件は交差点解析不要 

 

（検証背景） 

地域ルール適用エリア内の 

「主要な交差点」の状況確認 

（主要な交差点の選定） 

選定した各交差点の 

許容量を数値化 

（既存データでの検証） 

エリア内の建替えに伴い発生する「隔地」の台数 

※RC 構造の標準設計耐用年数 65 年 

※将来 20 年（R26 年度）までに 

1/3 の建替えを想定 

隔地距離を考慮し各東西エリア内を分割し、発生

する「隔地」の台数を周辺の主要交差点へ加味 

（西、東、東池でのエリア毎に集計 Or 

西、東+東池で集計） 

各交差点における許容量に 

「支障が無い」ことを確認 

（「支障が無い」ことの証明） 

・「小規模」及び「特定路線沿道の中小規模」は無条件に交差点解析を不要 

・隔地が発生した際の各交差点への累積計上台数上限を設定、管理し、上限値までは交差点解析は不要 

などの条件緩和を行う 

内、「小規模」＋「特定路線沿道の中小建築物」 

における隔地台数 

※小規模：敷地面積 500 ㎡未満 

【都条例】 【地域ルール】 

駐車場の余剰増 

駐車場出入口の乱立 

駐車需給の平準化 

駐車出入口の集約 

小規模案件における 

地域ルール申請の 

ハードル除去 

⇒申請促進 

※主要な交差点（想定） 
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